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衆
議
院
議
員
樋
高
剛
君
提
出
介
護
保
険
制
度
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
一
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
う
ち
指
定
訪
問
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
の
介
護

福
祉
士
又
は
訪
問
介
護
員
（
以
下
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
い
う
。
）
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
指
定
基
準
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
指
定
訪
問

介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
に
よ
り
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
町
村
、
当
該
利
用
者
の
家
族
、
当
該
利
用
者
に
係
る

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
に
連
絡
を
行
い
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
訪
問

ほ
う

は
い
か
い

介
護
員
等
は
、
利
用
者
が
痴
呆
性
高
齢
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
間
に
利
用
者
が
徘
徊
す
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
注
意
を
払
い
、
業
務
に
従
事
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
痴
呆
性
高
齢
者
で
あ
る
利
用
者
が
徘
徊
に
出
て
し
ま
い
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た

場
合
に
、
当
該
利
用
者
を
発
見
す
る
た
め
に
訪
問
介
護
員
等
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
さ
せ
る
こ
と
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業

一



者
の
義
務
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
行
為
に
つ
い
て
別
に
保
険
給
付
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る
者
の
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
約
三
十
万
人

が
介
護
支
援
専
門
員
の
登
録
を
受
け
て
い
る
。
一
方
、
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者
の
数
は
、
平
成
十
四

年
十
月
現
在
、
約
八
万
五
千
人
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る
者
が
不
足
し
て
い

る
状
況
で
は
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
年
一
回
の
資
格
試
験
の
実
施
を
年
間
複
数
回
に
す
る
」
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
在
宅
」
の
介
護
支
援
専
門
員
と
「
施
設
」
の
介
護
支
援
専
門
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
又
は
介
護
保
険
施
設
と
そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
支
援
専
門
員
と
の
個
々
の
契
約
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
水
準

に
つ
い
て
は
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

な
お
、
居
宅
介
護
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
が
本
年
七
月
三
十
日
に
取
り
ま
と
め

た
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
に
お
い
て
、
「
公
平
・
公
正
の
確
保
及
び
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン

二



ト
の
強
化
の
観
点
か
ら
」
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
、
介
護
報

酬
の
在
り
方
も
含
め
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
基
準
に
お
い
て
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
常
勤
の
訪
問
介
護
員
等
で
あ
っ
て

専
ら
指
定
訪
問
介
護
の
職
務
に
従
事
す
る
も
の
の
う
ち
事
業
の
規
模
に
応
じ
て
一
人
以
上
の
者
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
業
務
内
容

を
勘
案
し
、
既
に
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
。

以
下
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
算
定
基
準
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
包
括
的
に
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

指
定
訪
問
介
護
の
費
用
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
算
定
基
準
に
お
い
て
、
「
身
体
介
護
が
中
心
で
あ
る

場
合
」
、
「
生
活
援
助
が
中
心
で
あ
る
場
合
」
及
び
「
通
院
等
の
た
め
の
乗
車
又
は
降
車
の
介
助
が
中
心
で
あ
る
場
合
」
に

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
分
類
し
費
用
の
額
を
算
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
が
実
際
に
介
護
報
酬
を
請
求

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
分
類
に
加
え
て
、
指
定
訪
問
介
護
を
行
っ
た
時
間
、
訪
問
介
護
員
等
の
資
格
及
び
人
数
ご
と
に

三



分
類
す
る
と
と
も
に
、
指
定
訪
問
介
護
を
開
始
し
た
時
間
帯
に
よ
っ
て
「
通
常
の
場
合
」
、
「
夜
間
又
は
早
朝
の
場
合
」
及

び「
深
夜
の
場
合
」に
区
分
し
た
全
体
で
約
六
百
五
十
種
類
に
分
類
さ
れ
た
コ
ー
ド
を
用
い
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

御
指
摘
の
よ
う
に
、
指
定
訪
問
介
護
が
提
供
さ
れ
た
時
間
帯
に
応
じ
て
介
護
報
酬
を
算
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
指
定
訪

問
介
護
事
業
者
の
請
求
事
務
及
び
給
付
管
理
事
務
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
複
雑
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
に
お
い
て
は
請
求
方
法
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
あ
る
よ
う
な
病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
者
が
一
時
的
に
外
泊
し
た
場
合
に
は
、
「
介
護
報
酬
に
係
る

Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
五
年
五
月
三
十
日
付
け
厚
生
労
働
省
老
健
局
老
人
保
健
課
事
務
連
絡
）
に
お
い
て
、
「
介
護

保
険
施
設
お
よ
び
医
療
機
関
の
入
所
（
入
院
）
者
が
外
泊
時
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
外
泊
時
費
用
の
算

定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
保
険
に
お
い
て
算
定
で
き
な
い
」
旨
各
都
道
府
県
介
護
保
険
主
管
部
（
局
）
の
介
護
保
険

主
管
課
（
部
）
あ
て
に
通
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
入
院
期
間
中
に
一
時
的
な
外
泊
を
行
っ
た
場
合
に
お
い

て
も
、
当
該
入
院
は
継
続
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
仮
に
、
こ
の
間
に
介
護
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
も
、

当
該
介
護
は
、
法
第
七
条
第
六
項
に
規
定
す
る
居
宅
に
お
け
る
介
護
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
こ

四



の
た
め
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
一
時
外
泊
期
間
で
も
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
」
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

五


